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スチレン・イツプチレン系熱可塑性工ラストマーの開発と制振材料としての応用
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スチレン・イソプチレン系熱可塑性エラストマー(商品名 :SIBSTAR)を、リビングカチオン重合法

により、世界に先駆けて工業化レイルで開発した。 SIBSTARはホ09-{1プチレン構造を

有し、制振性に優れている。また、熱可塑性であるためフ・ラスチックで用いられる加工

が可能である。この様な特徴を活かした用途開発を行なっており、以下に

SIBSTARの特徴と制振材料としての応用に関して紹介する。
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1.はじめに

完全飽和型のスチレン・イソフ.チレン系熱可塑

性エラストマー(商品名 :SIBSTAR;シフ.スター)を、

リピンク.カチオン重合法により、世界に先駆けて

工業化レピルで開発した1)。

一般によく知られるスチレン系熱可塑性エラスト

マー(TPS)は、熱可塑性エラストマーの中でもがム

弾性に優れたエラストマーであり、不飽和型Yフト

セタ・メントを持つスチレンーフ.タシ.エンースチレン(SBS)

やスチレンーイ1，0レンースチレン(SIS)、これらを水添

することにより、耐熱老化性・耐候性を改良し

たスチレンーエチレンフ.チレンースチレン(SEBS)やスチレン

ーエチレン， 0ロヒ.レンースチレン(SEPS)が開発され、

現在でも高い成長率を示している。

これらに対し、 SIBSTARは図 1に示すよう

に、ソフトセク.メントが構造由来の完全飽和型で

ある。また、ソフトセク.メントの骨格がホ09イソフ・チレン

でありフ・チルコ・ム(IIR)と同じである。 IIRとほぼ

同じ特性を有した上で、射出成形や押出成

形が可能な熱可塑性のフ.チルコ・ムと位置づけ

ることも可能である。

SIBSTARはYフトセグメントが完全飽和型であ

るため、耐熱老化性に優れ、ホ09イYフ.チレンに

由来する特徴として柔軟性、ヵ・スハ'9ア性、制

振性等に優れている。以下に、 SIBSTAR単

独での特徴を紹介するとともに、制振性を中

心に、その具体的な応用例を紹介する。
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